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については、12 月末まででは 2 割近くの学生がまだ確定させるに至っていないことから、
国家試験を見据えた就職指導の見直しの必要性が明らかになった。  
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１ はじめに  









年前の 2 年生が採用試験の受験前に重視した項目と、今の 2 年生が採用試験を実際に受ける
に至った要因とを対比させながら、学生の就職先選びにおける傾向を捉えなおすとともに、
一般的に意識されがちな施設実習との関連性や、以前より後送りになってきた感のある就職
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２ アンケートの調査結果  
（1）調査内容及び実施について  
  設問は次の 4 つである。問 1「最終的に就職先を決めた（あるいは決める上での）主な




  調査対象は、福祉学科 2 年生 35 人のうち、介護職としての採用を目指して就職活動に
取組んでいる 28 人とした（回収率 100％）。実施時期は、ほとんどの学生の進路が確定す
る 11 月下旬に行った。補足すると、前年度の 2 年生から介護福祉士養成校の学生も国家
試験を受験することが可能となり、本学においては 1 月下旬の国家試験を念頭に、11 月
末までにほぼ就職活動を終えるよう指導しているものである。男女比は、男性 9 人、女性




 ①最終的に就職先を決めた（あるいは決める上での）主な要因  
  選択肢は全部で 30 項目あり、特に決め手となった順に最大 5 つまで選ぶかたちとした。  
  第 1 位となったのは、自宅からの通勤の距離や時間がちょうどいいというものであった。
前述の 2 年前のアンケート調査において、「進路決定に影響している要素」を尋ねる設問
では通勤の便は第 4 位であったことから、予想外の結果となった。なお、このときの第 1
位は福祉職場説明会の 2 週間後であったためか、職場説明会での説明であった。同じく第
2 位は実習で受けた指導や職員への印象、第 3 位は学校の先生からの推薦や紹介である。
「ちょうどいい距離や時間」がどの程度かは把握できていないが、毎日のように通う職場
であるが故、最終的に通勤の便を最優先させた可能性が考えられる結果となった。  





第 5 位は「施設長や管理者の人柄」であった。第 8 位に「職場説明会での事業所スタッ
フの印象や説明内容」が上がっており、第 3 位や第 5 位の結果と合わせてみると、学生の
職場選択では応対者の人柄・印象も重視する傾向が見て取れる。  
富山短期大学紀要第 55 巻(2019.3) 
 
- 148 - 
 
 
  第 4 位が「年間休日が多い」こと、第 7 位が「給料の総額に納得して」というものであ
る。求人票を見て、他と比較しやすい項目に重点をおいていることがわかった。ちなみに、
「基本給がよそより高い」は 11 位、「手当て関係がよい」は 13 位、「ボーナスの率がいい」





  一方、職場説明会で配布される冊子は、職員の 3 年後定着率をはじめ、年間の有給休暇




キ 年間休日が多い               
ウ 施設長や管理者の人柄            
ニ 事業所の形態・種別で（特養だから、老… 
オ 給料の支給額（総額）に納得して       
イ 職場説明会のブースでの事業所スタッフ… 
ノ 教員からのアドバイスなど          
セ 施設の理念（自分が理想とする介護がで… 
ケ 基本給がよそより高い            
ハ 法人の規模（複数の事業所を持っていて… 
カ 夜勤手当とかの手当て関係がよい       
コ ボーナスの率がいい              
シ 新人育成の体制とプログラムが充実して… 
ス 親の勧め・家族に言われて（親族を含む） 















1位(5pt) 2位(4pt) 3位(3pt) 4位(2pt) 5位(1pt) 
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  そのほかでは、第 6 位の「事業所の形態・種別（特養、老健など）」が特筆に値する。
これは、添付の「選んだ順位による重み付け」グラフではなく、優先順位の 1 位に上げた








 ②受験先となった事業所で、正規の施設実習をしたことはあるか  





が第 2 位の決定要因であることから、実習での印象で左右されることが伺える。  
 
   
 ③その施設で実習していない場合、採用試験の前に施設見学に行ったか  
  回答数が 14 人であったことから、先の設問で実習経験が「ない」と回答した 12 人の学
生を対象としていたため、未回答 3 人のうち少なくとも 2 人はその施設での実習経験が「な
い」学生だったことが推測される。その前提で見ていくことにする。  
  就職指導において、実習やボランティアで訪問したことのない施設への受験を考える学
生には、あらかじめ見学してかかることを推奨している。設問 1 の第 3 位「施設見学での
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図2.受験先の事業所で、正規の施設実習をしたことがあるか 
ある ない 未回答 
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大 10 項目書き出すワークも初めて導入したところである。  
  それでも、少なくない人数の学生が自分の能力や適性などに迷ってか受験先をなかなか
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図3. 採用試験の前に施設見学に行ったか 
はい いいえ 
5 3 10 5 5 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
図4. 受験先を決めたのはどの時期か 
ア ７月中旬まで イ ８月末まで ウ 10月末まで  
エ 12月末まで オ まだ決めていない 
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絞り込めない者や、10 月下旬からの最後の 2 週間実習を終えたのちに見学に行った上で
考えたいといった慎重派もいるなど、そのときの学生の特性にも影響されながら、昨年度
よりも幾分遅めの受験先決定となっている。  
  最後の実習が終わった 11 月後半からは、介護福祉士の国家試験対策に専念させたい事
情もあり、もう少し早めの行動を促す指導が求められる結果となった。  
 
３ 考察  
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